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研究トピックス： 

異文化コミュニケーションと外国語教育 

研究の要旨：  

コミュニケーションは文化である。どのようなコミュニケーション様式をとるべきか、どの

ような状況で、いつ、どのような内容のコミュニケーションをすべきかは、それぞれの文化に

よって異なります。そのため、異文化とのコミュニケーションでは、言語の背景にある文化固

有のもの見方、習慣、行動様式などに理解することが重要であります。一方、私たちは外国語

を学ぶ過程を通して、その背後に広がるこれまで知らなかった視野を手に入れることができ、

今までは見えなかった面が見えてくるようになります。同時に新たな情報も得ることができま

す。また、自分の知らない分野にまで視野を広げ、様々なことに興味・関心を持ち、また新た

な分野で知識を学び続けるためのきっかけになります。さらに、異文化・異言語の相手を理解

し、自分の主張を理解してもらうには、まず相手がどんな立場にあり、どのような考えをもっ

ているのかを理解しておく必要があります。つまり、外国語を学ぶことはそういった人間性を

磨くことにもつながるのです。研究では、主に日本語と韓国語のポライトネス（politeness)）

に関する社会言語学的研究、第二言語習得研究への応用言語学的研究 、CLIL と外国語教育に

関する研究を中心に行っています。直近の研究としては、「迷惑行為に対する言語行動: 社会

文化および性格特性に関するアジア諸言語の対照研究」や「韓国語リーダビリティを活用した

読解学習支援システムの構築」などがあります。 
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